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フレア溶接継ぎ手の試験片は以下のように製作してください。
なお、八戸地域研究所では試験片の加工は行っておりません

フレア溶接部を中心として上下につかみ部(装置への取り付け部)を設ける。試験片の全長は1000mm以下とする。

～D22 つかみ部の長さはそれぞれ300mm～400mmとする。
つかみ部が短いと溶接部から破断する恐れがあります。
また、試験装置にひずみがかかり故障の原因になりますので試験できません

D25～D35 つかみ部の長さはそれぞれ300mm～400mmとし、つかみ部が同一直線上の位置になるように加工する
同一直線上になった平行部の長さは150mm以上とする（下記写真参照)
同一直線上になるように加工されていない試験片は試験装置に過度にひずみがかかるため試験できません。

D39　以上 試験できません

依頼手続き　　 八戸地域研究所様式の依頼試験等申込書に必要事項を記入の上、試験手数料(現金)とともに八戸地域研究所に提出してください。
成績書は当所での発行・配布になります。成績書の返送を希望される方は切手を貼った返信用封筒を申込み時にご用意ください。

試験手数料 ～D22　　　1,600円/本 D25、D29　2,000円/本 D32～　3,300円/本

　　　　　　フレア溶接継ぎ手の引張試験について
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